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 線路下構造物を開削施工で構築する場合，軌道を鋼製の工事桁で仮受けして施工を行い，構造物完成後

には工事桁を撤去し，バラスト軌道に復旧することが一般的である．この方法では，夜間の制約された条

件下でリスクが高い軌道周辺の作業が多く，かつ，桁撤去・軌道復旧が必要であるため，コスト高となる

などの問題があった．このため，当社では短時間で架設が可能で，工事完了以降に軌道構造物として利用

可能な本設利用ＰＣ工事桁工法の開発・実用化を進めてきた． 
本報告は，平成１５年より開始した本設利用ＰＣ工事桁の開発経緯および本工法の施工実績について取

りまとめたものである． 
 

キーワード : 本設利用,ＰＣ工事桁,軌道桁,マクラギ抱き込み式,直結軌道 
      

 
 
１．はじめに 
 
 近年，都市部では，駅舎を含む駅周辺の再開発工

事や市街地の交通渋滞緩和のための鉄道高架化工事

が頻繁に行われている．駅周辺での工事や道路に接

近して建設物が建ち並ぶ都市部の鉄道工事では，用

地確保の問題から線路線形の変更が困難であり，活

線施工が行われる事例が多い．営業線直下で構造物

を構築する活線施工は，一般的に，線路線形を変更

する別線施工に比べて工期・工費ともに増大する傾

向があるが，この原因の一つが軌道を仮受けする工

事桁の架設および撤去工事である． 
この従来工事桁工法（鋼製桁）（写真-1）は多数

の部材(主桁，横桁)の設置および組立てを必要とす
るため，１連の架設に数日（４～５日）の線路閉鎖

間合い作業を必要とする．また，線路下構造物構築

後には，工事桁の撤去，軌道復旧工も必要となるた

め，全体工期が延び工費が増大する． 
本設利用ＰＣ工事桁工法は，従来工事桁工法と比

較して工事桁の部材数を極力減らし，架設時にレー

ル破線を行わないことで短期間での桁架設を可能に

した．さらに，線路下構造物構築後も本線鉄道構造

物として利用することで工事桁の撤去を不要とした． 
以降に，平成１５年度にスタートした本設利用Ｐ

Ｃ工事桁の開発成果，施工試験の結果，施工実績お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 従来工事桁（鋼製桁） 
 
よび今後の課題について報告を行う． 
 
 
２．本設利用ＰＣ工事桁工法の特徴 

 
(1) 構造概要 
本設利用ＰＣ工事桁（以下ＰＣ工事桁）の開発は

平成15年から開始し，当初の構造はＰＣマクラギを
ＰＣ桁上に固定するマクラギ抱き込み式タイプであ

った（図-1）． 
この構造についてはマクラギの位置調整および固

定作業が困難であること，桁形状が複雑で製作性が

悪くコスト高が予想されたことなどから改良が行わ 
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図-1  ＰＣ工事桁の構造（Ｈ１５年プロトタイプ） 

 
れ，平成１６年に現在使用されている直結軌道タイ

プのＰＣ工事桁が完成した（図-2）． 
ＰＣ工事桁は，左右の１組の主桁と，端部２箇所

および中央部１箇所の横桁から構成される．主桁は，

プレテンション方式のＰＣ桁であり，軌道構造とし

ての精度を確保するため，工場にて製作することを

基本としている．   
横桁は，Ｈ形鋼材とエンドプレートとを組合わせ

た部材であり，ＰＣ鋼棒を用いて左右の主桁と一体

化できる構造としている．また，横桁と主桁との接

合部には接合キーを配置しており，事前に仮橋脚等

の受桁に横桁を精度良く設置することで，横桁が架

設時のガイドとして機能するため，架設時の作業性

および設置精度を大幅に向上できる． 
 
(2)本設利用ＰＣ工事桁工法の利点 
a)工期短縮 
桁１連を１回の夜間線路閉鎖間合い（実作業３．

０時間）で架設することが可能となり，架設に必要

な期間は従来工法に対して約６０％短縮できる．ま

た，ＰＣ工事桁は軌道構造物として利用するため桁

撤去・軌道復旧作業が不要となる． 

 
b)コストダウン 

 ＰＣ工事桁は，工場内でプレテンション方式によ

り製作するため，鋼製桁と比較して桁製作コストが

低い．また，従来工法と比較して架設重量が大きい

ため，架設用設備が大規模となるが，架設日数が大

幅に短縮できること，さらに，工事桁撤去および軌

道復旧が不要であることから，工事桁に関わる工事

費を従来工法に対して３０％～１５％低減できる． 

 
c)騒音・振動の低減 
ＰＣ工事桁は，コンクリート構造であるため，鋼

製桁と比較して列車走行時の騒音が小さく，また， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2  ＰＣ工事桁の構造（標準普及タイプ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3  本設利用ＰＣ工事桁施工順序 

 

完成形以降はゴム支承で支持されたフローティング

構造となるため，線路下および近接構造物に対する

振動・騒音が低減できる．このようなことから，都

市部での鉄道工事への適応性に優れている． 

 

 

３．架設方法 

 

ＰＣ工事桁の架設は，図-3 の手順に従い本体施

工を夜間３時間以内で行う．以下に高架橋を例に本

設利用までの架設方法の説明を行う． 

 

(1)事前施工 
a)仮橋脚，横桁設置（図-4） 

ＰＣ工事桁を施工する前夜までに仮橋脚および受

桁を設置する．次に受桁上に端部横桁をボルトで固

定する． 

 

(2)当夜作業 
a)枕木撤去，バラスト掘削（図-5） 

施工区間の枕木を撤去しバラストの掘削をおこな 

う．掘削完了後，ＰＣ工事桁をスムーズに横移動で

きるようにレールのこう上を行う． 
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図-4  仮橋脚，横桁設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6  枕木撤去，バラスト掘削 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8  線路下掘削，構造物築造 

 

b)左側主桁セット（図-6） 

クレーンまたは桁架設台車を使用し，片側のＰＣ

工事桁を吊り込み受桁上を横移動させ，横桁とＰＣ

鋼棒で仮接続を行う． 

c)中間横桁，右側主桁セット（図-7） 

中間横桁をクレーン等により所定の位置にセット

する．残りの主桁を b)と同様の方法でセットした

後，主桁と横桁の接合（本緊張）を行う． 

d)軌道復旧 

レールのこう下，タイプレートのボルト締め，お

よび最終的な軌道の高さ調整等を行う． 

 

(3)本設利用時 
a)線路下掘削，構造物築造（図-8） 

軌道をＰＣ工事桁で仮受した後，線路下の掘削を

行い構造物を構築する． 

b)ＰＣ工事桁支点盛替，仮橋脚撤去（図-9） 

ＰＣ工事桁を下部構造物で受替え，仮橋脚の撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5  枕木撤去，バラスト掘削 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7  中間横桁，右側主桁セット 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9  施工完了 

 

後本設桁として利用する． 

 

 

４．施工試験 

 

(1)施工試験の目的 
ＰＣ工事桁工法は，非常に制約された施工条件下

で適用される工法であり，本工法の信頼性を確実に

するためには，実施工を模擬した施工試験が必要不

可欠である．そこで，当社技術センターにおいて，

駅部の改良工事を想定したＰＣ工事桁の施工試験を

実施した． 

施工試験は，５０ｔ吊り軌陸クレーン２台を使用

し，ＰＣ工事桁の架設サイクルタイムおよび施工手

順の確認を目的としたが，特に， 

①ホーム（桁式）近接部での施工性（図-10） 

②横桁横締め鋼棒の緊張作業時間および人員配置 

③横桁部接合キーの機能確認 

端部横桁

仮橋脚
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図-10  ホーム部における桁架設方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 施工完了 
 

に着目して行った．写真-2 および写真-3 に試験状

況写真を示す． 

 

(2)施工試験の結果 
施工試験では，ホーム近接部での桁架設および横

桁横締め鋼棒の緊張作業とも，問題なく完了し，桁

の架設精度も極めて良好で，横桁部接合キーの機能

も問題ないことが実証できた．また，左右の主桁架

設および横桁横締め緊張までの所用時間は約４０分

であり，バラスト撤去および軌道整備を含めても，

３時間以内で全作業を完了できることが確認できた．  

この結果，ＰＣ工事桁工法は都市部鉄道改良工事に

対して，適用性が高いことが実証された1)． 

 

 

５．施工実績 

 

 以下にＰＣ工事桁の施工実績について報告を行う． 

 

(1)中央線東小金井駅付近高架化(ＪＲ東日本) 

a)工事概要 

中央線東小金井駅付近高架化工事において工事期

間中における自由通路確保のため，ＰＣ工事桁を用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 施工状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 バラスト掘削・積込み状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 架設状況 
 

いて仮設地下自由通路の施工を行った． 

ＰＣ工事桁を使用した初めての実施工であるが，

ＰＣ工事桁は工事終了後撤去した(写真-4，写真-5)． 

b)使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝９．０ｍ×３連 

 

(2)五反田駅コスモスプラン他２（ＪＲ東日本） 

a)工事概要 

 五反田駅コスモスプランは，ＪＲ五反田駅のバリ

アフリーと駅設備の改良を目的として，現在の盛土

部分にＲＣ高架橋を新設する工事である．ここでは，

山手線内・外回り，山手貨物上下線の４線をＰＣ工 

3800
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ホーム 1500

1
1
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受　桁

模擬ホーム 
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写真-6 架設状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-8 架設状況（左）・施工完了（右） 
 

事桁（各線２連，合計８連）で受替えた（写真-6，

写真-7）． 

b)使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝１０．５ｍ×４連，９．３ｍ×３連， 

７．８ｍ×１連 

 

(3)新宿駅南口基盤整備（ＪＲ東日本） 
a)工事概要 

新宿駅南口では，国道２０号新宿こ線橋の架け替

えおよび橋上駅舎や交通広場等の基盤整備事業が進

められており，当事業に伴う埼京線４線，中央本線

１線の仮受工事に，コストダウンと工期短縮を目的

として当社が開発したＰＣ工事桁が採用された． 

桁架設は平成１８年１０月２８日夜間より始まり，

平成２０年５月２３日夜間で５６連全ての架設が完

了した．現在は桁下構造物の施工に伴い，ＰＣ工事

桁の連続化および支点受け替え工事を行っている

（写真-8，写真-9）． 

b)使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝５．３ｍ～１０．７ｍ×５６連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-7 施工完了 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-9 施工前 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-10 架設状況 
 

(4)宇治線第３号橋梁桁架替え(京阪電鉄) 
a)工事概要 

老朽化した鋼製工事桁をＰＣ工事桁に架替えた． 

民間鉄道における初めての施工実績である 

（写真-10，写真-11）． 

b)使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝３．３ｍ×２連 
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写真-11 施工完了 
 

 

６．コストダウンを目的とした技術開発 

 

ＰＣ工事桁の適用範囲拡大を目的にＰＣ工事桁を

連続化できるシステムを開発した(新宿駅南口採用)． 

 

(1)鋼製継手の開発 
連結部は，短時間での連結が可能であること，連

結直後に列車走行に耐えうる強度を有すること，長

期耐久性を有すること等，多くの性能が要求される．

それらの条件を満足する構造として図-11 に示す鋼

製継手を開発した．鋼製継手は，ビルドアップした

Ｉ形断面の連結鋼材をＰＣ工事桁端部に埋め込み，

添接板を使用し連続化を行う構造である 2)． 

 

(2)ＲＣ継手の開発(改良タイプ) 
鋼製継手は厳しい軌道管理を満足するために，製

作，ＰＣ工事桁埋め込み，架設あるいは施工の各段

階において高水準の精度が要求される． 

そこで，さらなる精度向上およびコストダウンを

目的とし，閉合鉄筋を用いた重ね継手による連結構

造の開発を行った（図-12）．同時に横桁について

も鋼製横桁からＲＣ横桁に変更することにより製作

性およびコスト面の改善を図った． 

コストについては従来のＰＣ工事桁(連続化タイ

プ)に対して約４０％低減できた． 

 

 

７．今後の展開 

 

最後に今後のＰＣ工事桁の展開について以下に示

す． 

 

(1)鋼工事桁に対する競争力向上 
鋼部材の価格急騰により，コスト競争力が向上し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11  鋼製継手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12  ＲＣ継手(改良タイプ) 

 

ている現状を生かし，工事桁としての商品力向上

(施工性等)対策を検討する． 

 

(2)ＰＣ工事桁の適用範囲拡大 
今後，増加が予想される老朽化小規模橋梁の架け

替え需要に対し，ＰＣ軌道桁としての適用性を向上

させるため，スパン延長への対応を検討する． 

 

(3)開発成果（ＲＣ継手）の適用範囲拡大 
優れた部材接合方式であるＲＣ継手をＰＣ工事桁

以外の分野(梁部材の急速施工等)への適用範囲拡大

を検討する． 
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